






要約:川崎病心後遺症,特に冠動脈病変に対する外科治療について全国調査をおこない,40

施設 170 例の検討を行った。167 例に冠動脈バイパス手術が行われており,動脈グラフトの

開存率は静脈グラフトより遠隔期において有意に優れていた(P〈0.005)。入院死が 2 例

(1.2%),遠隔死が 8例(4,7%)で,遠隔死例 8例中 7例は大伏在静脈グラフトのみを使用した

症例であった。川崎病心後遺症に対する動脈グラフトを用いた冠動脈バイパス手術は現在

最良の手術法であると考えられた。術後の手術評価では 83%が良好であった。 


